
ヘブル人への手紙 12:1-4 イエスは、私たちの信仰の目標 
 
ヘブル人への手紙 12:1-4 まで聖書を開いてください。ヘブル人への手紙11章では、旧約聖書を巡る
旅を通して、旧約聖書の聖徒たちも、信仰の対象を見ることはなかったにも関わらず、信仰によって
救われたことが示されました。その章は、彼らが知らなかった信仰の対象が、私たちが知っている信
仰の対象と同じであることを指摘して締めくくられています。12章はそうした信仰の模範に対して、
私たちがどのように応えるべきかを伝えているところから始まります。彼らは単に私たちが従うべき
模範であるだけに過ぎないのでしょうか、それともそれ以上のものなのでしょうか。彼らの物語を読
み、その信仰の模範に心を動かされることは確かに胸を躍らせることですが、この箇所が私たちに指
し示しているのは、彼らの信仰の対象であり、私たちの信仰の対象、すなわちイエスを私たちの模範
として見つめることなのです。イエスこそ、私たちが人生の手本とすべきである最良の模範です。私
たちに信仰による新しい人生を与えてくださる方こそ、私たちが信仰において従うべき模範なので
す。イエスを私たちの最良の模範として指し示しているヘブル人への手紙 12:1-4 を読みましょう。1
こういうわけで、このように多くの証人たちが、雲のように私たちを取り巻いているのですから、私
たちも、一切の重荷とまとわりつく罪を捨てて、自分の前に置かれている競走を、忍耐をもって走り
続けようではありませんか。2 信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さないでいなさ
い。この方は、ご自分の前に置かれた喜びのために、辱めをものともせずに十字架を忍び、神の御座
の右に着座されたのです。3 あなたがたは、罪人たちの、ご自分に対するこのような反抗を耐え忍ば
れた方のことを考えなさい。あなたがたの心が元気を失い、疲れ果ててしまわないようにするためで
す。4 あなたがたは、罪と戦って、まだ血を流すまで抵抗したことがありません。 
 
この箇所は、信仰によって生きた人々のリストがなぜ重要なのかという理由を、私たちと結びつける
ことから始まります。それは、彼らの生き方と私たちの生き方を、私たちが参加している競走に例え
ることでなされています。そして、最初の節の冒頭で述べられているように、この人生の競走におい
て、私たちは応援されているのです。1節にはこのように書いてあります。1 こういうわけで、この
ように多くの証人たちが、雲のように私たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷と
まとわりつく罪を捨てて、自分の前に置かれている競走を、忍耐をもって走り続けようではありませ
んか。私たちより先に生きた多くの信仰者たちと同じように、私たち一人一人に与えられているの
は、何かを成し遂げるための一度きりの人生、スタートとゴールがある一つの完全な競走を走り抜く
ことだけです。私たちのほとんどにとって、その競走は 42キロのマラソンや、その2、3倍の長さに
なるウルトラマラソンのようなものとなるでしょう。しかし、私たち全員にこの競走が与えられてお
り、私たちより先に生きた全ての人々と同じように、いつかはその競走も終わりを迎えるのです。11
章に登場する信仰の模範たちの人生を踏まえて、私たちが答えを出すべき問いは、「この競走をどのよ
うに走ればよいのか」ということです。競走はどのように走るべきなのでしょうか、私たちはどのよ
うに生きるべきなのでしょうか。その答えは、私たちに先立って歩んだ人々の生涯が示しているもの
と同じで、信仰によってです。この、信仰による人生を生きるということは、一体どういうことでし
ょうか。それは、私たちは実際に競走の真っ只中にいるということを認識することから始まります。
のんびりと散歩をする時は、大抵カバンを持っているでしょう。通りの少し先にある、ごく近い場所
まで移動するだけの散歩なら、履いている靴のことなどあまり気に留めないかもしれません。しか
し、マラソンやウルトラマラソンでは、その考え方は全く異なります。余分な重さが少しでも増える
と、その分走る速度が落ち、その分早く疲れがたまってしまいます。この聖書箇所全体が、ヘブル人
への手紙10:39 と結びついていることを忘れないでください。39 しかし私たちは、恐れ退いて滅び
る者ではなく、信じていのちを保つ者です。続いて 11章では、その信仰の具体例が挙げられていま
す。そして今、ヘブル人への手紙の著者は、信仰によって人生の競走を走り続けることは、長距離走
と同じような効果をもたらすと、私たちにためらうことなく語っています。信仰によって生きるため
には、私たちの生活から取り除かなければならないものがあるのです。まず、私たちは一切の重荷を
捨てるように言われています。罪については別途言及されているため、ここでいう重荷は必ずしも悪
いものとは限りません。それらは、私たちを「最善のもの」、すなわちイエスから注意をそらすもの
です。例えば、定期的に教会に通うことを妨げている仕事かもしれません。あるいは、宣教活動や専
任のキリスト教奉仕という、神があなたの人生に与えた召しに従うことを妨げている家族との絆かも
しれません。機会が訪れたときに、誰かに自分の信仰を伝えられなかったり、誰かを教会に誘えなか



ったりする原因は、恐怖心にあるのかもしれません。あるいは、あなたにとって良くない友人たちの
せいかもしれません。SNSに時間を奪われすぎたり、趣味に没頭しすぎたり、スポーツや、あるいは
信仰によってまたキリストのために生きることに集中できなくなるようなあらゆるものがその原因と
なり得ます。しかし、信仰による人生を送るために私たちの生活から取り除くべきものには、もう一
つのカテゴリーがあります。それはまとわりつく罪です… 
 
これはまさに罪を的確に言い表した言葉です。罪は中毒性があり、克服するのが難しいものです。実
際、罪は私たちの生活に何度もまとわりついてくるものです。では、罪という問題の解決策とは何で
しょうか。それは、数週間前に話した聖化という過程であり、イエス・キリストが完全かつ継続的な
聖化を与えてくださるということです。その絶え間ない聖化、すなわち聖くそしてキリストに似た姿
へと成長し続けるその過程こそが、私たちの生活を罪から解放してくれるのです。エペソ人への手紙
4:22-24 では、その過程を次のように述べています。22 その教えとは、あなたがたの以前の生活に
ついて言えば、人を欺く情欲によって腐敗していく古い人を、あなたがたが脱ぎ捨てること、23 ま
た、あなたがたが霊と心において新しくされ続け、24真理に基づく義と聖をもって、神にかたどり造
られた新しい人を着ることでした。それは、イエスとともに十字架につけられた古い罪の性質を脱ぎ
捨て、イエス・キリストにおいて与えられた新しい被造物としての命を着るという過程です。もし、
聖さへと導く何かで置き換えることなく罪を取り除こうとすれば、その罪は再び戻ってきます。です
から私たちは祈り、聖書を読み、礼拝するといった霊的な訓練、つまり私たちの魂のためにサタンと
戦うあらゆるものを通じて、罪への衝動と戦います。それが信仰によって生きるために、そして神様
が私たちに求めている人生の競走を走り続けるために、私たちが罪に対して戦わなければならない戦
いです。私たちの生活からそうしたものを取り除くことで、私たちも、ヘブル人への手紙11章に登
場する大勢の証人たち、すなわち私たちに先立って競走を走り抜き、今や私たちを励ましてくれてい
る人々と同じように、そ忍耐をもって信仰による人生を送ることができるようになるのです。 
競走で真剣に走るランナーなら、誰がいるかなど後ろを振り返ることはなく、ゴールテープに向かっ
て前進するために、競走で追いつこうとしている相手を前に見据えているものです。そして、信仰に
よって走る私たちの競走も同様です。ヘブル人への手紙11章の要点は、単にこれらの偉大な信仰の
模範を見て、その例に倣うことだけではありませんでした。重要なのは、彼らの信仰に目を向け、そ
の信仰が待ち望んでいた方、すなわちイエス・キリストを見ることです。イエス・キリストこそ、私
たちがこの人生という競走において、目を向け、見つめ続けるお方です。イエス・キリストこそが、
この人生という競走の走り方の明確な模範のために、私たちが注目すべき先頭ランナーであるお方な
のです。2節を見てみましょう。2 信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さないでい
なさい。この方は、ご自分の前に置かれた喜びのために、辱めをものともせずに十字架を忍び、神の
御座の右に着座されたのです。さて、イエスを私たちの模範として語り始める際には注意が必要で
す。なぜなら、イエスは単なる模範以上の存在だからです。イエスが十字架の上で私たちのために成
し遂げてくださった贖いは、単に犠牲の模範を示しただけのものではなく、イエスが私たちの身代わ
りとなり、私たちの罪を自ら引き受けてくださった時に、私たちの罪に対する事実上の犠牲を捧げて
くださったものなのです。つまり、イエスは単なる模範というだけに留まらないお方ですが、一方で
模範であるという点でも決して劣るものではありません。ですから、私たちは…イエスから目を離さ
ない(looking to Jesus)…ようにと教えられているのです。この「looking（見る）」という言葉は、単
にちらりと一瞥する以上の意味を持ち、ある特定の対象に気を散らすことなく集中することを指しま
す。その対象とは、イエス・キリストというお方そのものです。もちろん、私たちはイエスの肉体的
な姿を見ているのではなく、イエスがどのようなお方であるか、つまり、イエスがどのようなお方で
あるかゆえに私たちのために成し遂げてくださった御業に込められた、そのお方の本質を見つめてい
るのです。 
 
では、イエスとは一体誰なのでしょうか。イエスは、私たちの信仰の創始者であり、完成者なので
す。これはどういう意味でしょうか。「創始者」という言葉には、創始者、先駆者、開拓者、さらには
優勝者など、様々な解釈や訳し方が考えられます。しかし、イエスに対してこれに完成者、すなわち
私たちの信仰を最終的に完成させる方という言葉が組み合わされています。トム・シュライナー博士
は自身の注解書の中で、次のように述べています。「イエスが信仰の模範であると同時に、信者たちの
信仰を始動させ、完成させる方でもあることをこの聖句が伝えるために、この二つの言葉は併せて読



むべきである。」イエスこそが、私たちの信仰を実現させるための活性剤なのです。私たちの信仰を可
能にしているのは、イエスの犠牲なのです。イエスは私たちのために十字架を忍びました。なぜ、イ
エスの十字架上の働きが私たちの信仰にとって必要なのでしょうか。それは、私たちの罪が私たちを
神から引き離してしまったからであり、私たちが神を信頼し、神への信仰によって生きることができ
るようになるためには、その関係を回復してくれる誰かが必要だったのです。罪の中では、神を信頼
することも、神への信仰に特徴づけられた生活を送ることもなかったのです。ローマ人への手紙8:7-
8 にはこのように書いてあります。7 なぜなら、肉の思いは神に敵対するからです。それは神の律法
に従いません。いや、従うことができないのです。 8 肉のうちにある者は神を喜ばせることができま
せん。イエス・キリストへの信仰がなければ、私たちの人生はこのような状態になってしまいます。
私たちは文字通り、人生の競走を誤った方向に向かって走っているのです！神は神であり、私たちを
含む万物を創造された宇宙の主権者である神として、私たちがどのように生きるべきかを決定する権
利をお持ちです。それこそが、旧約聖書の神の民を特徴づけていた信仰による人生であり、今神の民
である私たちもまたそのように生きるべきなのです。しかし私たちの罪は、実際には私たちを神から
背かせるものとなり、私たちは神に対して敵意を抱いています。私たちは神に従おうとはせず…神を
喜ばせることもできません。そのため、私たちには非常に現実的な問題が残されています。それは神
を敬い、神に従う必要があるにも関わらず、それを実行する手段がまったくないという問題です。私
たちは罪の中で完全に堕落しており、神に従い、神を敬うことが全くできないのです。しかし、イエ
ス・キリストへの信仰は、私たちの状況を完全に変えてくれます！キリストが十字架上で私たちの罪
を自ら引き受けて死なれたおかげで、私たちはこの人生の競走において、キリストに従うことができ
る新しい命を与えられているのです。このことは、コロサイ人への手紙2:13-14 に書かれています。
13 背きのうちにあり、また肉の割礼がなく、死んだ者であったあなたがたを、神はキリストととも
に生かしてくださいました。私たちのすべての背きを赦し、14 私たちに不利な、様々な規定で私たち
を責め立てている債務証書を無効にし、それを十字架に釘付けにして取り除いてくださいました。イ
エス・キリストによって与えられるこの新しい人生は、信仰による人生です。それは、私たちが罪人
であることを認め、私たちの罪を贖うために十字架上で成し遂げられたイエスの御業を信じること
で、悔い改めた時に与えられるものです。こうして得たイエス・キリストへの信仰は、私たちの人生
の中で実践されていくのです。 
 
しかし、この聖句からは、もうひとつ非常に重要な考えがはっきりと読み取れます。イエスはあなた
のために死のうと望まれたのです。神は、ご自身が創造した存在であるあなたへの愛ゆえに、死のた
めに進んで御子を遣わせたのです。ヨハネの福音書3:16 にはこのように書かれています。16 神は、
実に、そのひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、一人として滅
びることなく、永遠のいのちを持つためである。神が創造し、ご自分のものとして選んだ人々へのこ
の愛は、三位一体の第二位格である御子、すなわちイエス・キリストが、十字架の恥と苦しみの中に
喜びを見出したことにも表れていました。ご自分の前に置かれた喜びのために、イエスは十字架に向
かわれたと2節に書いてあることに注目してくだい。人間としてのイエスは、単に苦痛や罰を好む方
だったのでしょうか。いいえ、彼は十字架の苦しみや十字架の刑という辱めを身をもって体験しまし
たが、その辱めをものともしませんでした…民を救うことへの喜びは、十字架の辱めや苦しみよりも
はるかに大きかったのです。今度自分を哀れに感じたり、耐えられないほど罪の誘惑を強く感じたり
した時は、次の真理を思い出してください: イエスは、あなたの救いを確かなものにすることに喜び
を見出しておられました。あなたが神の子であり、神の家族の中でイエスの弟や妹であるという事実
こそが、イエスに喜びをもたらすのです。主はあなたに敵対しておらず、決してあなたを見捨てたりは
しません。イエスは、この信仰による人生を可能にするために十字架にかけられました。そして、あ
なたが最も暗い時を迎えても、主は決してあなたを信仰の道から外れさせたり、この信仰の競走から
脱落させたりはしません。ヘブル人への手紙 11章に挙げられている多くの人々と同じように、あな
たはつまずいたり、歩みが遅くなったり、疑ったり、恐れたりすることもあるでしょう。しかし、ロ
ーマ人への手紙8:38-39 は私たちにこのような保証を与えます。38 私はこう確信しています。死
も、いのちも、御使いたちも、支配者たちも、今あるものも、後に来るものも、力あるものも、39 
高いところにあるものも、深いところにあるものも、そのほかのどんな被造物も、私たちの主キリス
ト・イエスにある神の愛から、私たちを引き離すことはできません。これが、ヘブル人への手紙にお
いて、イエスが私たちの大祭司であるという教えの核心です。イエスが今神の御座の右に着座され、



大祭司としての役割において私たちのために神に執り成してくださっているという事実こそが、私がイ
エスへの信仰をもってこの人生を歩み、その結末を確信して生きることができるということを意味す
るのです。 
しかし、この競走は決して容易なものではありません。どんな長距離走もそうであるように、苦痛や
ストレスを伴い、未知で予期せぬ危険や落とし穴でいっぱいでしょう。しかし、私たちを救ってくだ
さったイエスは、どのように走るべきかという模範を示してくださいました。この競走を走り抜くた
めには、罪の重荷や世の誘惑を振り払い、イエスに集中しなければならないということを、私たちは
すでに見始めていたことを思い出してください。私たちはイエスのやり方を模範とし、従うのです。
3-4 節を見てください。3 あなたがたは、罪人たちの、ご自分に対するこのような反抗を耐え忍ばれ
た方のことを考えなさい。あなたがたの心が元気を失い、疲れ果ててしまわないようにするためで
す。4 あなたがたは、罪と戦って、まだ血を流すまで抵抗したことがありません。イエスと十字架に
目を向け、イエスを思い巡らすことは、イエスがどのような苦しみを耐え抜かれたのかを私たちに考
えさせます。私たちのため…私たちを救うために。この信仰による人生において、私たちに耐えるこ
とが求められているのは一体何なのでしょうか。それは、イエスご自身が耐え抜かれたことよりも大
きなことなのでしょうか。イエスは、父なる神に従順であったがゆえに、人々から憎まれ、迫害さ
れ、ついには十字架に釘付けにされ、死に至るまで人々から見られたのです。その模範は、私たちが
信仰による人生を歩む上で直面する圧力、怒り、痛み、苦しみ、拒絶、不当な扱いといったものにも
屈することなく、前進し続け、歩みを止めず、決して諦めないよう促してくれるはずです。しかし、私
たちのほとんどにとって、信仰を脱線させる最大の要因は、状況や他人ではなく、私たち自身の罪な
のです。だからこそ、ヘブル人への手紙の著者は、そのことを(12章の)冒頭で取り上げたのです。 
 
人生という競走を走り抜くためには、進行形の聖化、すなわち聖くそしてキリストに似た姿へと成長
していく過程を通じて、自分から罪を取り除かなければなりません。ここでもまた、私たちの模範は
イエスです。イエスは決して罪を犯されませんでしたが、ヘブル人への手紙 4:15 に書かれていること
を、改めて皆さんにお伝えしたいと思います。15 私たちの大祭司は、私たちの弱さに同情できない
方ではありません。罪は犯しませんでしたが、すべての点において、私たちと同じように試みにあわ
れたのです。イエスが罪に抵抗した結果、最終的に何が起きたのでしょうか。それは、イエス自身の
死でした。人間として、イエスには父なる神の御心を拒むという誘惑がありました。ルカの福音書
22:42 にて、実際イエスは十字架にかけられる前にこのように祈りました。42「父よ、みこころな
ら、この杯をわたしから取り去ってください。しかし、わたしの願いではなく、みこころがなります
ように。」彼は神の御心を行い、十字架へと向かいました。そして、私たちに残された問いは、私たち
は自分の人生において、どれほど罪に抵抗してきたか、ということです。私たちにまとわりつく罪
を、どれほど切実に自分の人生から追い出したいと願っているでしょうか。私たちがその罪とどれほ
ど戦ってきたとしても、4［私たち］は、罪と［私たちが］戦って、まだ［私たちの］血を流すまで抵
抗したことがありません、ということをヘブル人への手紙の著者は私たちに思い出させます。イエス
は、私たちの罪を贖うために喜んで死なれました。では、私たちの人生から罪を完全に取り除くため
に、今、私たちは何を喜んで行うべきでしょうか。罪が打ち負かされず、私たちの人生から取り除か
れないのは、私たちが聖書やイエスが行なっているほど、罪を真剣に受け止めていないからです。ヘ
ブル人への手紙の著者は、マタイの福音書5:29 のイエスご自身の言葉を念頭に置いていたのではな
いかと思わずにはいられません。29 もし右の目があなたをつまずかせるなら、えぐり出して捨てなさ
い。からだの一部を失っても、全身がゲヘナに投げ込まれないほうがよいのです。罪は深刻かつ致命
的な問題であるため、私たちの生活から罪を取り除くことは、大きな苦しみとなります。しかし、こ
の罪から私たちを解放するためにあらゆる苦しみを喜んで受け入れたイエスは、十字架の上で模範を
示してくださいました。それによって、私たちは人生の競走に勝利し、イエスによって、永遠の栄光の
中にある多くの証人の群れの中に迎え入れられることができるのです。祈りましょう。 
 
 
 
 
 



Hebrews 12:1-4 Jesus is the better example 
Turn with me in your Bibles to Hebrews 12:1-4. Hebrews 11 has taken us on a journey 
through the Old Testament and shown that even the Old Testament saints were saved 
by their faith although they did not see the object of their faith. It ended by pointing us 
to the object of their faith they didn’t know who is the same object of faith for us who 
we do know. Chapter 12 opens by telling us how we should react to those examples of 
faith. Are they simply examples to us to follow, or are they more? As exciting as it is to 
read their stories and be challenged by their example of faith, what we are pointed to in 
this passage is to look at the object of their faith and our faith as our example ‒ Jesus. 
Jesus is the better example of who we should pattern our life after. The one who gives 
us a new life of faith is the example for us to follow in our faith. Let’s read these 
verses in Hebrews 12:1-4 that point us to Jesus as our best example. Therefore, since 
we are surrounded by so great a cloud of witnesses, let us also lay aside every weight, 
and sin which clings so closely, and let us run with endurance the race that is set before 
us, 2 looking to Jesus, the founder and perfecter of our faith, who for the joy that was 
set before him endured the cross, despising the shame, and is seated at the right hand 
of the throne of God.3 Consider him who endured from sinners such hostility against 
himself, so that you may not grow weary or fainthearted. 4 In your struggle against sin 
you have not yet resisted to the point of shedding your blood. 
 
This passage opens by connecting us to the reason why that list of those who lived by 
faith is important. It does this by comparing their lives and ours to a race that we are in. 
And as the first verse opens, it tells us that in this race of life, we are being cheered on 
in the race. Verse 1 says, Therefore, since we are surrounded by so great a cloud of 
witnesses, let us also lay aside every weight, and sin which clings so closely, and let us 
run with endurance the race that is set before us... Just like all those people of faith who 
came before us, we are all given one life to do something with, one complete race to run 
with a start and a finish. For most of us that race will be a distance race, like a 42 km 
marathon or an ultra marathan, 2 or 3 times longer. But all of us are given this race and 
like all those who come before us at some point it will come to an end. The question that 
those examples of faith in chapter 11 then raise for us to answer based on their lives is 
“how should we run this race?” How should the race be run, how should our lives be 
lived? The answer is the same one given by the lives of those who went before us ‒ by 
faith. What does it mean to live this life of faith? It starts with recognizing that we are 
actually in a race. If you are on a leisurely walk, you probably carry a bag. You might not 
even think that much about what shoes you are wearing if it is the type of walk that just 
gets you from one point to another very close point down the street. But in a marathon 
or an ultra-marathon the thought process is very different. Every bit of extra weight you 
carry makes your pace that much slower and tires you out that much quicker. 
Remember that this entire passage is connected back to Hebrews 10:39 which says, 39 
But we are not of those who shrink back and are destroyed, but of those who have faith 
and preserve their souls. Then comes chapter 11 with examples of that faith. And now, 
the writer of Hebrews is telling us that running the race of life by faith in a way that 
does not shrink back works the same way as a long race. There are things that need to 
be eliminated from our life in order to live by faith. First we are told to lay aside every 
weight. Sin is mentioned separately, so these are not necessarily bad things. They are 
things that distract us from the best thing, Jesus. This might be the job that keeps you 
out of church on a regular basis. It might be the family ties that keep you from obeying 
God’s call on your life to missions work or full time Christian ministry. It might be the 



fear that keeps you from sharing your faith with someone when the opportunity 
presents itself or from inviting someone to church. It might be friends that are not good 
for you. It may be social media that consumes too much of your time or hobbies that 
become consuming, or sports or really anything that begins to keep us from focusing on 
living our life by faith and for Christ. But there is the second category of what should be 
removed from our lives for a life of faith, sin which clings so closely...  
 
This is really a great description of sin. It can be addictive and difficult to overcome. It 
does indeed, cling closely and tightly to our lives many time. So what is the solution to 
the problem of sin? It is that process of sanctification that we talked about several 
weeks ago, that Jesus Christ provides full and ongoing sanctification. That ongoing 
sanctification, that process of continuing to grow in holiness and Christlikeness is what 
leads to freeing our lives of sin. Ephesians 4:22-24 describes the process like this. 22 to 
put off your old self, which belongs to your former manner of life and is corrupt through 
deceitful desires, 23 and to be renewed in the spirit of your minds, 24 and to put on the 
new self, created after the likeness of God in true righteousness and holiness. It is a 
process of putting off the old sin nature that was crucified on the cross with Jesus, and 
putting on the new creation life that we are given in Jesus Christ. If we attempt to 
remove sin without replacing it with something that leads to holiness then the sin will 
return. So, we fight the urge to sin with a spiritual discipline such as prayer, Bible 
reading, worship- anything that does battle with Satan for our soul. That is the fight we 
must wage against sin in order to live by faith and run the race of life that God calls us 
to. Removing those things from our lives allows us to live the life of faith with endurance 
in the same way as the great cloud of witnesses from Hebrews 11 who have run the 
race before us and now cheer us on.  
If you are a serious runner in a race, you are not looking backward at who is behind you, 
you are looking forward at who you are trying to catch in the race in order to move 
ahead towards the finish line. And the race we run by faith is the same. The point of 
Hebrews 11 was not simply look at these great examples of faith and follow their 
examples. The point is to look at their faith and see the one who their faith was looking 
forward to, Jesus Christ. He is who we look to and keep our eyes on in this race a life. 
He is the Lead Runner who we should focus on for a clear example to follow of how to 
run this race of life. Look at verse 2, 2 looking to Jesus, the founder and perfecter of our 
faith, who for the joy that was set before him endured the cross, despising the shame, 
and is seated at the right hand of the throne of God. Now, we need to be careful when 
we start talking about Jesus as our example, because he is much more than that. The 
atonement he provides for us on the cross is not just one that set an example of 
sacrifice, it is one that provided an actual sacrifice for our sin when he became our 
substitute and took our sin on himself. So, Jesus is far more than an example, but he is 
also not less than an example either. So, we are told to be ...looking to Jesus... This 
word “looking” is more than just a glance, this is an undistracted focus on one particular 
object. That object is the person of Jesus Christ. Of course, we aren’t looking at his 
physical form, we are looking at who he is which is wrapped up in what he did for us 
because of who he is.  
 
And who is Jesus? He is the founder and perfector of our faith. What does this mean? 
There are several different ways that this word, founder, could be understood and 
translated ‒ founder, trailblazer, pioneer, champion even. But he also pairs it with, 
perfector, the one who will ultimately complete our faith. Dr. Tom Schreiner in his 



commentary says, “both words should be read together so the verse teaches both that 
Jesus is the exemplar of faith and that he also initiates and completes the faith of 
believers.” Jesus is the active agent in working out of our faith. It is his sacrifice that 
makes our faith possible. He endured the cross for us. Why is Jesus’s work on the cross 
necessary to our faith? It is because our sin has separated us from God, and we needed 
someone who could restore that relationship so we could trust in God, and live by faith 
in him. In our sin, we were not trusting in God or living a life characterized by faith in 
Him. Romans 8:7-8 says, For the mind that is set on the flesh is hostile to God, for it 
does not submit to God's law; indeed, it cannot. 8 Those who are in the flesh cannot 
please God. Without faith in Jesus Christ, this is the condition of our lives. We are 
literally running the race of life in the wrong direction! God being God, the Sovereign 
God of the universe who created all things including us, has the right to determine how 
we should live our lives. That is the life of faith that characterized the people of God in 
the Old Testament and should characterize us as the people of God now. But our sin 
has actually turned us against God, we are hostile to him. We do not submit to him...we 
cannot please him. So we are left with a very real problem ‒ the need to honor God and 
obey him as our creator and no way to do that. We are totally depraved in our sin, 
completely unable to obey and honor God. But faith in Jesus Christ changes our 
situation completely! Because of Christ’s death on the cross, where he took our sin on 
himself, we are given new life that can follow him in this race of life. We see this 
described in Colossians 2:13-14 And you, who were dead in your trespasses and the 
uncircumcision of your flesh, God made alive together with him, having forgiven us all 
our trespasses, 14 by canceling the record of debt that stood against us with its legal 
demands. This he set aside, nailing it to the cross. This new life that we are given in 
Jesus Christ is the life of faith. It is given to us when we repent of our sin by admitting 
that we are sinners and trust in his work that he has accomplished on the cross to pay 
for our sin. This faith that we have in Jesus Christ can then be lived out in our lives.  
 
But there is one more really important idea that is clear in this verse. Jesus wanted to 
die for you. God willingly sent his son to die out of his love for you as his created being. 
John 3:16 says, 16 “For God so loved the world, that he gave his only Son, that whoever 
believes in him should not perish but have eternal life. This love for the people he 
created and chose as his own was seen in God the Son, the second person of the 
Trinity, Jesus Christ finding joy in the shame and suffering of the cross. Notice verse 2 
says Jesus went to the cross for the joy that was set before him. Was the human Jesus 
just a glutton for pain and punishment. No, he fully experienced the human pain of the 
cross and the shame of crucifixion, but he despised the shame... his joy at saving his 
people was far greater than the shame and suffering of the cross. The next time you 
start feeling sorry for yourself or the temptation of sin feels too great to bear, think of 
this truth: Jesus took joy in securing your salvation. The fact that you are God’s child, 
and his brother in the family of God brings joy to him. He is not against you, and will 
never fail you. He went to the cross to make this life of faith possible, and in your 
darkest time, he will never let you fall away or fall out of this race of faith that you are 
on. You may stumble, you may slow down, you may doubt, you may fear as did many of 
those listed in Hebrews 11. But Romans 8:38-39 assures us, 38 For I am sure that 
neither death nor life, nor angels nor rulers, nor things present nor things to come, nor 
powers, 39 nor height nor depth, nor anything else in all creation, will be able to 
separate us from the love of God in Christ Jesus our Lord. This is the point of all the 
teaching in Hebrews on Jesus being our Hight Priest. The fact that he is now seated at 



the right hand of the throne of God, interceding to God on our behalf in the High 
Priestly role means that I can run this life by faith in him, certain of the outcome. 
But this race is not easy. As any long race, it will be painful, stressful, full of unknown 
and unexpected dangers and pitfalls. But Jesus who saved us has given us the example 
of how to run. Remember that we began seeing that in order to run the race we needed 
to do it by leaving behind the weight of sin and the distractions of the world and focus 
on Jesus. We follow his example of how to do that. Look at verses 3-4. 3 Consider him 
who endured from sinners such hostility against himself, so that you may not grow 
weary or fainthearted. 4 In your struggle against sin you have not yet resisted to the 
point of shedding your blood. Keeping our eyes on Jesus and the cross, considering him, 
forces us to think about what he went through for us...to save us. What is it that we are 
being asked to endure in this life of faith? Is it anything that is greater than what Jesus 
himself went through? People hated him, mistreated him, ultimately nailed him to a cross 
and watched him die, because he was obedient to God the Father. That example should 
cause us to press on, to keep going, to not quit in the face of pressure, anger, pain, 
suffering, rejection and mistreatment for living the life of faith that we live. For most of 
us though, the greatest thing that will derail our faith is not circumstances or people, it 
is our own sin. That’s why the writer of Hebrews opened up with it.  
 
To run the race of life, we need to rid ourselves of sin through progressive 
sanctification, the process of growing in holiness and Christlikeness. Again our example 
in this is Jesus. Now, he never sinned, but I want to remind you again of what Hebrews 
4:15 says.For we do not have a high priest who is unable to sympathize with our 
weaknesses, but one who in every respect has been tempted as we are, yet without sin. 
What was the final outcome of Jesus resisting sin? His own death. As a human, there 
was the temptation for him to reject the will of God the Father. In fact, he prayed before 
his crucifixion in Luke 22:42, “Father, if you are willing, remove this cup from me. 
Nevertheless, not my will, but yours, be done.” He did God’s will and went to the cross. 
And the question that leaves for us is how hard have we resisted sin in our lives? How 
desperately do we want the sin that clings so closely out of our lives? The writer of 
Hebrews reminds us no matter how much we have fought against that sin, 4 In [our] 
struggle against sin [we] have not yet resisted to the point of shedding [our] blood. 
Jesus was willing to die to atone for our sins. What are we willing to do to now to see 
that sin removed from our life completely? The reason sin is not conquered and removed 
from our life is because we don’t take it as seriously as the Bible takes it or Jesus takes 
it. I can’t help but think that the writer of Hebrews may have Jesus’s own words in mind 
from Matthew 5:29... 29 If your right eye causes you to sin, tear it out and throw it 
away. For it is better that you lose one of your members than that your whole body be 
thrown into hell. This is serious suffering to remove sin from our lives, because sin is a 
serious and deadly problem. But Jesus who was willing to suffer everything to free us 
from this sin, gave us the example on the cross, so we could win at the race of life and 
be welcomed by him into that great cloud of witnesses in eternal glory. Let’s pray. 


